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平成２２年５月豪雨により被災した

一般県道 雨畑大島線の災害関連事業について

平成２２年５月豪雨によって道路法面が崩落し、８３戸 １６０人

が孤立した雨畑大島線（山梨県）において、再度災害の防止を図る

「災害関連事業（関連事業）」を採択しました。
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一般県道 雨畑大島線の法面対策に着手！

～道路災害関連事業（関連事業）を採択～

平成２２年５月２３日から２４日の豪雨によって道路法面が崩落し、全面通行止めとなっ

たことにより、８３戸 １６０人が孤立した一般県道 雨畑大島線において、道路災害関連事

業を採択しました。

今年から山梨県が事業を実施し、道路法面の再度災害防止を図ります。

（参考）

■関連事業の概要

●事業主体： 山梨県

●事業区間： 約７４ｍ

●事 業 内 容 ： 豪雨により被災した一般県道 雨畑大島線の被災箇所において、吹付法

枠工※１、鉄筋挿入工※２等の法面対策を実施するとともに、あわせて隣接

するぜい弱な未被災箇所においても法面対策を実施することにより、再

度災害防止を図ります。

●事業期間： 平成２２年度～平成２４年度（予定）

●採択事業費： 約２億円

※１）吹付法枠工： 法面に格子状の鉄筋型枠を設置し、そこにモルタルを吹き付け、

法面の崩壊を防止する工法

※２）鉄筋挿入工： 地山に補強材（ロックボルト）を多数挿入することにより、法面

を補強する工法


